
テンプルトン世界債券ファンド
限定為替ヘッジコース／為替ヘッジなしコース／

毎月分配型・為替ヘッジなしコース

愛称：地球号 マンスリー・レポート

運用実績

●商品分類 追加型投信／内外／
債券

●信託設定日 2010年12月27日
●信託期間 無期限
●決算日 6月および12月の20日

(休業日の場合は翌営
 業日）

※基準価額（分配金再投資）およびファンドの騰落率は、税引前の分配金を分配時に再投資し
たものとして計算しております。したがって、騰落率は実際の投資家利回りとは異なります。

※騰落率は、当資料作成基準日から各期間の応当日にさかのぼって計算しております。
※騰落率は表示単位未満を四捨五入して表示しております。
※基準価額の計算に当たっては信託報酬を控除してあります。
※基準価額および分配金は１万口当たりの額です。
※運用実績は過去のものであり、将来の運用成果等を保証するものではありません。

※運用状況によっては、分配金額が変わる場合、
あるいは分配が行われない場合があります。

基準価額・純資産総額

分配実績（税引前・過去5期分）騰落率（税引前分配金再投資）

運用実績の推移 ファンドの概要

※比率は純資産総額比であり、表示単位未満を四捨
五入して表示しております。

※コール･ローン等＝純資産総額（100%)－投資対象
ファンド

資産構成

1/10

*フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ファンズ – テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンドの円建て外国投資証券「Class I (Mdis) JPY-
H1」(以下、「JPY限定為替ヘッジ・クラス」）です。

 ＜限定為替ヘッジコース＞

　基準価額 7,488円

（前月末比） 25円

　純資産総額 4.7億円

（前月末比） -0.0億円

1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月 1年 3年 5年 設定来

ファンド 0.47% -0.42% 0.69% 10.95% -12.08% -23.75% -22.76%

第26期 2023.12.20 10円

第27期 2024.6.20 10円

第28期 2024.12.20 10円

第29期 2025.6.20 10円

第30期 2025.12.22 10円

300円設定来累計

◆設定・運用は

フランクリン・テンプルトン・ジャパン株式会社
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第417号
加入協会／ 一般社団法人投資信託協会

一般社団法人日本投資顧問業協会
一般社団法人第二種金融商品取引業協会

投資対象ファンド 98.4%
テンプルトン･グローバル・ボンド・ファンド* 97.8%
日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定） 0.6%

コール･ローン等 1.6%
計 100.0%
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基準価額

税引前分配金再投資基準価額

（設定日）

（円）

（年/月/日）

2026年1月号（基準日：2025年12月30日）

●当資料は、フランクリン・テンプルトン・ジャパン株式会社（以下「当社」）が作成した販売用資料であり、金融商品取引法に基づく開示書類ではありません。●当資料は、当社が信頼性が高いと判断した各種データ
等に基づいて作成したものですが、その完全性、正確性を保証するものではありません。●当資料に記載されたグラフやデータ等は、過去の実績または予測であり、将来の運用成果・市場変動等を示唆あるいは保
証するものではありません。運用実績等は税引前のものです。●当資料の内容は作成時点のものであり、将来予告なく変更されることがあります。●投資信託は値動きのある証券（外国証券には為替リスクもあり
ます）に投資しますので、組入証券の価格の下落や、組入証券の発行者の信用状況の悪化等の影響による基準価額の下落により、損失を被ることがあります。したがって、投資元本は保証されているものではなく、
投資元本を割り込むことがあります。●投資信託は預金等や保険契約と異なり、預金保険機構、保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。証券会社以外で投資信託をご購入された場合は、投資者保護
基金の支払いの対象にはなりません。●投資信託は、金融商品取引法第37条の６の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適用はありません。●投資信託の取得の申込みにあたっては、販売会社より最新の投資信
託説明書（交付目論見書）をお渡しいたしますので、必ず内容を十分ご確認のうえご自身でご判断ください。投資信託説明書（交付目論見書）は、取扱販売会社にご請求ください。●当資料に指数・統計資料等が記
載される場合、それらの知的所有権、その他一切の権利は、その発行者に帰属します。●当資料は当社の許可なく複製・転用することはできません。
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●当資料は、フランクリン・テンプルトン・ジャパン株式会社（以下「当社」）が作成した販売用資料であり、金融商品取引法に基づく開示書類ではありません。●当資料は、当社が信頼性が高いと判断した各種データ

等に基づいて作成したものですが、その完全性、正確性を保証するものではありません。●当資料に記載されたグラフやデータ等は、過去の実績または予測であり、将来の運用成果・市場変動等を示唆あるいは保

証するものではありません。運用実績等は税引前のものです。●当資料の内容は作成時点のものであり、将来予告なく変更されることがあります。●投資信託は値動きのある証券（外国証券には為替リスクもあり

ます）に投資しますので、組入証券の価格の下落や、組入証券の発行者の信用状況の悪化等の影響による基準価額の下落により、損失を被ることがあります。したがって、投資元本は保証されているものではなく、

投資元本を割り込むことがあります。●投資信託は預金等や保険契約と異なり、預金保険機構、保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。証券会社以外で投資信託をご購入された場合は、投資者保護

基金の支払いの対象にはなりません。●投資信託は、金融商品取引法第37条の６の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適用はありません。●投資信託の取得の申込みにあたっては、販売会社より最新の投資信

託説明書（交付目論見書）をお渡しいたしますので、必ず内容を十分ご確認のうえご自身でご判断ください。投資信託説明書（交付目論見書）は、取扱販売会社にご請求ください。●当資料に指数・統計資料等が記

載される場合、それらの知的所有権、その他一切の権利は、その発行者に帰属します。●当資料は当社の許可なく複製・転用することはできません。

*フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ファンズ – テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンドの円建て外国投資証券「Class I (Mdis) JPY」
(以下、「JPYクラス」）です。

運用実績

●商品分類 追加型投信／内外／
 債券
●信託設定日 2010年12月27日
●信託期間 無期限
●決算日 6月および12月の20日

 (休業日の場合は翌営
                    業日）

※運用状況によっては、分配金額が変
わる場合、あるいは分配が行われない
場合があります。

基準価額・純資産総額

分配実績（税引前・過去5期分）騰落率（税引前分配金再投資）

運用実績の推移 ファンドの概要

資産構成

 ＜為替ヘッジなしコース＞

※基準価額（分配金再投資）およびファンドの騰落率は、税引前の分配金を分配時に再投資し
たものとして計算しております。したがって、騰落率は実際の投資家利回りとは異なります。

※騰落率は、当資料作成基準日から各期間の応当日にさかのぼって計算しております。
※騰落率は表示単位未満を四捨五入して表示しております。
※基準価額の計算に当たっては信託報酬を控除してあります。
※基準価額および分配金は１万口当たりの額です。
※運用実績は過去のものであり、将来の運用成果等を保証するものではありません。

　基準価額 18,799円

（前月末比） 99円

　純資産総額 22.8億円

（前月末比） 0.0億円

1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月 1年 3年 5年 設定来

ファンド 0.58% 5.59% 10.80% 14.65% 21.52% 39.78% 92.00%

第26期 2023.12.20 10円

第27期 2024.6.20 10円

第28期 2024.12.20 10円

第29期 2025.6.20 10円

第30期 2025.12.22 10円

300円設定来累計

※比率は純資産総額比であり、表示単位未満を四捨
五入して表示しております。

※コール･ローン等＝純資産総額（100%)－投資対象
ファンド

投資対象ファンド 98.6%
テンプルトン･グローバル・ボンド・ファンド* 98.0%
日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定） 0.5%

コール･ローン等 1.4%
計 100.0%
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基準価額

税引前分配金再投資基準価額

（設定日）

（円）

（年/月/日）
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●当資料は、フランクリン・テンプルトン・ジャパン株式会社（以下「当社」）が作成した販売用資料であり、金融商品取引法に基づく開示書類ではありません。●当資料は、当社が信頼性が高いと判断した各種データ

等に基づいて作成したものですが、その完全性、正確性を保証するものではありません。●当資料に記載されたグラフやデータ等は、過去の実績または予測であり、将来の運用成果・市場変動等を示唆あるいは保

証するものではありません。運用実績等は税引前のものです。●当資料の内容は作成時点のものであり、将来予告なく変更されることがあります。●投資信託は値動きのある証券（外国証券には為替リスクもあり

ます）に投資しますので、組入証券の価格の下落や、組入証券の発行者の信用状況の悪化等の影響による基準価額の下落により、損失を被ることがあります。したがって、投資元本は保証されているものではなく、

投資元本を割り込むことがあります。●投資信託は預金等や保険契約と異なり、預金保険機構、保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。証券会社以外で投資信託をご購入された場合は、投資者保護

基金の支払いの対象にはなりません。●投資信託は、金融商品取引法第37条の６の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適用はありません。●投資信託の取得の申込みにあたっては、販売会社より最新の投資信

託説明書（交付目論見書）をお渡しいたしますので、必ず内容を十分ご確認のうえご自身でご判断ください。投資信託説明書（交付目論見書）は、取扱販売会社にご請求ください。●当資料に指数・統計資料等が記

載される場合、それらの知的所有権、その他一切の権利は、その発行者に帰属します。●当資料は当社の許可なく複製・転用することはできません。

 ＜毎月分配型・為替ヘッジなしコース＞

運用実績

●商品分類 追加型投信／内外／債券
●信託設定日 2010年12月27日
●信託期間 無期限
●決算日 毎月20日(休業日の場合は翌営業日)

※運用状況によっては、分配金額が変
わる場合、あるいは分配が行われな
い場合があります。

基準価額・純資産総額 分配実績（税引前・過去20期分）

騰落率（税引前分配金再投資）

運用実績の推移

ファンドの概要

資産構成

※基準価額（分配金再投資）およびファンドの騰落率は、税引前の分配金を分配時に再投資
したものとして計算しております。したがって、騰落率は実際の投資家利回りとは異なります。

※騰落率は、当資料作成基準日から各期間の応当日にさかのぼって計算しております。
※騰落率は表示単位未満を四捨五入して表示しております。
※基準価額の計算に当たっては信託報酬を控除してあります。
※基準価額および分配金は１万口当たりの額です。
※運用実績は過去のものであり、将来の運用成果等を保証するものではありません。

　基準価額 12,470円

（前月末比） 46円

　純資産総額 1.1億円

（前月末比） 0.0億円

1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月 1年 3年 5年 設定来

ファンド 0.57% 5.53% 10.69% 14.51% 21.39% 39.61% 93.05%

※比率は純資産総額比であり、表示単位未満を四捨
五入して表示しております。

※コール･ローン等＝純資産総額（100%)－投資対象
ファンド

第160期 2024.5.20 25円

第161期 2024.6.20 25円

第162期 2024.7.22 25円

第163期 2024.8.20 25円

第164期 2024.9.20 25円

第165期 2024.10.21 25円

第166期 2024.11.20 25円

第167期 2024.12.20 25円

第168期 2025.1.20 25円

第169期 2025.2.20 25円

第170期 2025.3.21 25円

第171期 2025.4.21 25円

第172期 2025.5.20 25円

第173期 2025.6.20 25円

第174期 2025.7.22 25円

第175期 2025.8.20 25円

第176期 2025.9.22 25円

第177期 2025.10.20 25円

第178期 2025.11.20 25円

第179期 2025.12.22 25円

5,195円設定来累計

*フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ファンズ – テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンドの円建て外国投資証券「Class I (Mdis) JPY」
(以下、「JPYクラス」）です。

投資対象ファンド 98.3%

テンプルトン･グローバル・ボンド・ファンド* 97.6%

日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定） 0.8%

コール･ローン等 1.7%

計 100.0%
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基準価額

税引前分配金再投資基準価額

（設定日）

（円）

（年/月/日）
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●当資料は、フランクリン・テンプルトン・ジャパン株式会社（以下「当社」）が作成した販売用資料であり、金融商品取引法に基づく開示書類ではありません。●当資料は、当社が信頼性が高いと判断した各種データ

等に基づいて作成したものですが、その完全性、正確性を保証するものではありません。●当資料に記載されたグラフやデータ等は、過去の実績または予測であり、将来の運用成果・市場変動等を示唆あるいは保

証するものではありません。運用実績等は税引前のものです。●当資料の内容は作成時点のものであり、将来予告なく変更されることがあります。●投資信託は値動きのある証券（外国証券には為替リスクもあり

ます）に投資しますので、組入証券の価格の下落や、組入証券の発行者の信用状況の悪化等の影響による基準価額の下落により、損失を被ることがあります。したがって、投資元本は保証されているものではなく、

投資元本を割り込むことがあります。●投資信託は預金等や保険契約と異なり、預金保険機構、保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。証券会社以外で投資信託をご購入された場合は、投資者保護

基金の支払いの対象にはなりません。●投資信託は、金融商品取引法第37条の６の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適用はありません。●投資信託の取得の申込みにあたっては、販売会社より最新の投資信

託説明書（交付目論見書）をお渡しいたしますので、必ず内容を十分ご確認のうえご自身でご判断ください。投資信託説明書（交付目論見書）は、取扱販売会社にご請求ください。●当資料に指数・統計資料等が記

載される場合、それらの知的所有権、その他一切の権利は、その発行者に帰属します。●当資料は当社の許可なく複製・転用することはできません。

（ご参考） テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンドの資産内容

●国別比率上位10ヵ国 （組入国数： ） ●通貨別比率 （通貨数： ）

●資産構成

●組入債券上位10銘柄 ●債券ポートフォリオの特性値

●地域別比率

※当資料作成時点で取得可能な投資対象ファンドの開示データに基づき作成しておりますが、その正確性、完全性を保証するものではありません。
※上記の各比率・配分は対純資産総額比です。（債券ポートフォリオの特性値を除く）

＜買建＞＜売建＞

*1デュレーションとは、金利変動に対する債券価格
の感応度を示すものです。

*2平均格付とは、基準日時点でファンドが保有して
いる有価証券に係る信用格付を加重平均したもの
であり、当ファンドに係る信用格付ではありません。

*

*テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンドの計算日における月末最終日です。

投資適格債
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65.1%

非投資適格

債券
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現金・その他

4.3%

2025年12月末日現在（現地)

15.0%

10.1%

10.0%

9.0%

8.6%

8.0%

6.9%

4.9%

4.9%

4.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

米国

ブラジル

オーストラリア

マレーシア

南アフリカ

インド

コロンビア

ノルウェー

パナマ

スペイン

銘柄 利率（％） 償還年月日 国・地域名 比率
ブラジル国債 10.000% 2031/1/1 ブラジル 6.0%
ビクトリア州財務公社債 2.000% 2037/11/20 オーストラリア 5.8%
マレーシア国債 3.899% 2027/11/16 マレーシア 5.0%
ノルウェー国債 1.750% 2027/2/17 ノルウェー 4.9%
南アフリカ国債 9.000% 2040/1/31 南アフリカ 3.8%
ウルグアイ国債 3.875% 2040/7/2 ウルグアイ 3.2%
米国国債 4.250% 2034/11/15 米国 2.9%
コロンビア国債 9.250% 2042/5/28 コロンビア 2.7%
インド国債 7.180% 2033/8/14 インド 2.6%
スペイン国債 3.150% 2035/4/30 スペイン 2.5%

39.3%組入上位10銘柄合計

5.27%

6.34%

5.18年 

平均直接利回り

平均最終利回り

平均デュレーション*1

平均格付*2 A-

16 16

※上記各項目には、デリバティブを含んでいる場合があります。
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-19.6%
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円

米ドル
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メキシコペソ

マレーシアリンギ

インドルピー

南アフリカランド

韓国ウォン

中国元

その他買建
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（ご参考） 債券・外国為替市況

【グローバル債券市場】
米国では、利回りが上昇（価格は下落）しました。上旬は日銀による利上げ期待を受けて日本の国債利回りが上昇
したことを背景に、利回りは上昇しました。下旬は米連邦準備制度理事会（FRB）のパウエル議長が米連邦公開市
場委員会（FOMC）後の会見で想定ほどタカ派的ではない姿勢を示したことから、利回りは低下しました。
欧州では、利回りが上昇（価格は下落）しました。上旬はドイツの財政懸念や日本の国債利回りの上昇を背景にド
イツの利回りは上昇しました。下旬はウクライナ支援を巡り欧州連合（EU）による将来的な国債増発が意識された
ことでドイツの利回りは上昇基調を強めましたが、その後は国債売りが一服し、利回りは低下しました。
新興国債券市場では、利回りは国によってまちまちな展開となりました。

【外国為替市場】
米ドル・円相場は、小幅ながら米ドル安・円高となりました。FOMCを控えたFRBの利下げ観測の強まりや、円買い
為替介入への警戒感が米ドル・円相場の下落要因となりました。一方、米雇用市場の底堅さや、当月の金融政策
決定会合後の会見で植田日銀総裁が利上げペースを速めることに慎重な姿勢を示したことが、米ドル・円相場の
上昇要因となりました。
ユーロ・円相場は、ユーロ高・円安となりました。欧州中央銀行（ECB）が利上げに転換するとの観測が広がるなか、
ドイツの2年債利回りが約9カ月ぶりの高水準をつけたことから、ユーロ高・円安が進みました。また、植田日銀総裁
が利上げペースを巡り慎重な姿勢を示したことも、ユーロ・円相場の上昇要因となりました。
新興国通貨は、対円で通貨によってまちまちな展開となりました。

※ 当資料は信頼できると判断した情報に基づいて作成しておりますが、当社はその情報の正確性、完全性を保証するものではありません。
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ファンドの目的

信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざして運用を行います。

ファンドの特色

※将来の分配金の支払いおよびその金額について保証するものではありません。

テンプルトン世界債券ファンドは、以下の３本のファンドから構成されています。
正式名称 略称

テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース 限定為替ヘッジコース

テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース 為替ヘッジなしコース

テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース 毎月分配型・為替ヘッジなしコース

1.世界各国（新興国を含む）の国債および政府機関債等を実質的な主要投資対象＊とします。
＊「実質的な主要投資対象」は、外国投資証券や投資信託の受益証券（これらを総称して、以下「投資信託証券」といいます。）を通じて

投資する主要な投資対象を意味します。

ファンドは、複数の投資信託証券（投資対象ファンド）に投資を行うファンド・オブ・ファンズ方式で運用します。

ファンドの主たる投資目的は、インカム・ゲイン、キャ

ピタル・ゲインおよび通貨の利益を総合したトータル・

リターンを最大化することです。

日本短期債券マザーファンド受益証券への投資を通じ

て、わが国の公社債・金融商品に投資を行い、信託財産

の安定的な成長を目指して安定運用を行います。

日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）
フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ファンズ・

テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ※

投資対象ファンドの投資目的等

※以下「テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド」と言うことがあります。

＜限定為替ヘッジコース＞
「テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド Class I (Mdis) JPY-H1」(以下、「JPY限定為替ヘッジ・クラス」ということがあ
ります。）の円建て外国投資証券に投資します。「JPY限定為替ヘッジ・クラス」では、当該クラスの純資産額を米ドル換
算した額の米ドル売り・円買いを行います（限定為替ヘッジ）。

＜為替ヘッジなしコース＞ ／ ＜毎月分配型・為替ヘッジなしコース＞
「テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド Class I (Mdis) JPY」（以下、「JPYクラス」ということがあります。）の円建て外
国投資証券に投資します。「JPYクラス」においては外貨建資産に対する為替ヘッジは行いません。

2.外国投資証券の組入れは高位を維持することを基本とします。 
通常の状況においては、＜限定為替ヘッジコース＞は「JPY限定為替ヘッジ・クラス」へ、＜為替ヘッジなしコース＞＜毎月分
配型・為替ヘッジなしコース＞は「JPYクラス」への投資を中心（概ね信託財産の純資産総額の90％以上）とします。

3.毎決算時に、収益分配方針に基づき分配を行います。
年２回決算   ＜限定為替ヘッジコース＞／＜為替ヘッジなしコース＞
  毎年６月および12月の20日（休業日の場合は翌営業日）に決算を行い、原則として、以下の方針に基づき分配を行います。

毎月決算     ＜毎月分配型・為替ヘッジなしコース＞
  毎月20日（休業日の場合は翌営業日）に決算を行い、原則として、以下の方針に基づき分配を行います。
なお、６月および12月以外の月の決算時の分配については、原則として配当等収益を中心とするものとします。
■ 分配対象額の範囲は、経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等の全額とします。
■ 収益分配金額は、委託者が毎計算期末の基準価額水準、市況動向等を勘案して決定します。ただし、分配対象収益が少額の場合には分配を
    行わないことがあります。
■ 留保益の運用については、特に制限を設けず、委託者の判断に基づき、元本部分と同一の運用を行います。
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収益分配金に関する留意事項
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投資リスク

【基準価額の変動要因】

金利変動リスク
債券の価格は、通常、金利が上昇すれば下落し、金利が低下すれば上昇するといった特性を持っており、金利変動
の影響を受けます。

信用リスク

発行国や発行体の債務返済能力、業績・財務内容、格付け、市場環境の変化等により、債券価格は大きく変動する
ことがあります。デフォルト（債務不履行）が生じた場合あるいはデフォルトが予想されると債券価格は大きく下落し、
機動的に売買できないこともあります。また、金融商品等の取引相手方に債務不履行が生じた場合等には、損失を
被るリスクがあります。

カントリーリスク     

世界各国の金融・証券市場への投資は、それらの国・地域の政治、経済および社会情勢の変化等によって市場に
混乱が生じた場合、または取引に対して新たな制限や規制が設けられた等の場合には、運用上の制約を受ける可
能性があります。このような場合に、ファンドの基準価額はその影響を受けることがあります。また、新興国の金融・
証券市場への投資には、政治・経済構造が先進国と比べ不安定であるため、投資環境の急変により市場が混乱し
た場合や取引に対して新たな制限や規制が設けられた場合、運用上の制約を大きく受ける可能性が想定されます。

為替変動リスク

＜限定為替ヘッジコース＞
投資対象ファンドの「JPY限定為替ヘッジ・クラス」では、当該クラスの純資産額を米ドル換算した額の米ドル売り・円
買いを行います（限定為替ヘッジ）。実質の通貨配分と異なる場合が想定され、ヘッジが行われない部分やオーバー
ヘッジとなる部分が発生します。したがって、限定為替ヘッジコースでは為替変動の影響を受けることが想定されま
す。
また、円の金利が米ドルの金利より低い場合、その金利差相当分のヘッジコストがかかるため、基準価額の変動要
因となります。
＜為替ヘッジなしコース＞／＜毎月分配型・為替ヘッジなしコース＞
投資対象ファンドの「JPYクラス」では、原則として為替ヘッジを行いませんので、為替変動の影響を受けます。

※基準価額の変動要因は上記に限定されるものではありません。

ファンドは、値動きのある資産に投資しますので、基準価額が変動します。したがって、投資者の皆様の投資元本は保証され
ているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本を割り込むことがあります。ファンドの運用により生じた利
益および損失はすべて投資者の皆様に帰属します。なお、投資信託は預貯金とは異なります。
ファンドは、投資信託証券への投資を通じて、主として世界各国の国債および政府機関債等の債券に投資を行うため、以下の
「主な変動要因」などがファンドの基準価額に影響を及ぼします。

■主な変動要因

＜その他の留意点＞

●当ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適用はありません。

●当ファンドは、大量の解約が発生し短期間で解約資金を手当てする必要が生じた場合や主たる取引市場において市場

 環境が急変 した場合等に、一時的に組入資産の流動性が低下し、市場実勢から期待できる価格で取引できないリスク、

取引量が限られてしまうリスクがあります。これにより、基準価額にマイナスの影響を及ぼす可能性や、換金の申込みの

受付けが中止となる可能性、換金代金の支払いが遅延する可能性があります。
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載される場合、それらの知的所有権、その他一切の権利は、その発行者に帰属します。●当資料は当社の許可なく複製・転用することはできません。

委託会社[ファンドの運用の指図を行う者]
フランクリン・テンプルトン・ジャパン株式会社

お申込みメモ

ファンドの費用

委託会社、その他関係法人

基準価額等については、委託会社の照会先までお問い合わせ下さい。
電話番号 ： （03）5219-5940

 （受付時間 営業日の午前9時～午後5時）
ホームページ ： https://www.franklintempleton.co.jp

受託会社 [ファンドの財産の保管および管理を行う者]
三菱UFJ信託銀行株式会社

販売会社
取扱販売会社については次ページの販売会社一覧をご覧下さい。

購 入 単 位

購 入 価 額

購 入 代 金

換 金 単 位

換 金 価 額

換 金 代 金

申 込 締 切 時 間

購 入 ･ 換 金 の
申 込 受 付 不 可 日

換 金 制 限

購 入 ･ 換 金 申 込 受 付
の 中 止 及 び 取 消 し

信 託 期 間

繰 上 償 還

決 算 日

収 益 分 配

信 託 金 の 限 度 額 各ファンドにつき5,000億円

公 告

運 用 報 告 書

課 税 関 係

購 入 時 手 数 料

信 託 財 産 留 保 額

その他の費用・手数料

販売会社が定める単位

購入申込受付日の翌営業日の基準価額

販売会社の指定する日までに販売会社ヘお支払い下さい。

１口単位

換金申込受付日の翌営業日の基準価額

換金申込受付日から起算して、原則として、6営業日目からお支払いします。

課税上は株式投資信託として取り扱われます。
公募株式投資信託は税法上、一定の要件を満たした場合に少額投資非課税制度(NISA)の適用対象となります。
当ファンドの各コースとも、NISAの適用対象ではありません。
配当控除および益金不算入制度の適用はありません。

原則として、午後3時30分までに販売会社が受付けたものを当日の申込分とします。
なお、販売会社によっては対応が異なる場合がありますので、詳細は販売会社にご確認ください。

ニューヨーク証券取引所またはルクセンブルクの銀行の休業日には、購入・換金申込は受付けません。

ありません。

委託会社は、金融商品取引所における取引の停止、外国為替取引の停止、決済機能の停止、信託財産の適正な評価ができないと委託会社が判
断したときなどやむを得ない事情があるときは、購入・換金のお申込みの受付を中止することおよびすでに受け付けた購入・換金のお申込みの受付
を取り消すことができます。

無期限（設定日：2010年12月27日）

委託会社は、受益権の口数が5億口を下回ることになった場合、ファンドの信託契約を解約することが受益者のため有利であると認めるとき、また
はやむを得ない事情が発生したときは、受託会社と合意のうえ、信託契約を解約し、信託を終了させることができます。

運 用 管 理 費 用
（ 信 託 報 酬 ）

当ファンド

純資産総額に対し年率1.0725％（税抜0.975％）
運用管理費用（信託報酬）は毎日計上され、日々の基準価額に反映されます。なお、毎計算期末または信託終了のとき信託財
産から支払われます。
信託報酬＝運用期間中の基準価額×信託報酬率

投資対象ファンド
運用・管理報酬等の料率：年率0.76％～0.89％

＜限定為替ヘッジコース＞  ＜為替ヘッジなしコース＞
毎年6月および12月の20日（休業日の場合は、翌営業日）

＜毎月分配型・為替ヘッジなしコース＞
毎月20日（休業日の場合は、翌営業日）

毎決算時に、分配方針に基づき分配を行います。
当ファンドには分配金を受取る「一般コース」と分配金を再投資する「自動けいぞく投資コース」があります。
※販売会社によっては、どちらか一方のコースのみの取扱いとなる場合があります。詳しくは販売会社にお問い合わせください。

日本経済新聞に掲載します。

6月と12月の決算時および償還時に、交付運用報告書を作成し、販売会社を通じて知れている受益者に交付します。

※主要な投資対象ファンドの料率を記載しています。

実質的な負担
当ファンドの信託報酬と投資対象ファンドの運用・管理報酬等を合計した、投資者が実質的に負担する料率は、
年率1.8325％～年1.9625％（税込）です。

信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用、信託財産に係る監査費用、有価証券の保管費用、等をファンドの信託財産でご負担い
ただきます。
これらの費用等については、運用状況等により変動するものであり、事前に料率、上限額等を表示することができません。
※監査費用は、日々計上され、ファンドの基準価額に反映されます。なお、毎計算期末または信託終了のときに信託財産から支払われます。その
他の費用・手数料（監査費用を除きます。）は、その都度、信託財産から支払われます。

※投資者の皆さまにご負担いただく手数料等の合計額については、当ファンドを保有される期間等に応じて異なりますので、表示することができません。

投資者が直接的に負担する費用
購入申込受付日の翌営業日の基準価額に、3.3％（税抜3.0％）を上限として販売会社が定める手数料率を乗じて得た額です。

ありません。

投資者が信託財産で間接的に負担する費用
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※販売会社によっては新規申込みの取扱いを中止している場合がありますので、各販売会社にご確認下さい。

「テンプルトン世界債券ファンド（愛称：地球号）」販売会社一覧

◆限定為替ヘッジコース

登録番号
日本証券業

協会

一般社団法人

投資信託協会

一般社団法人
日本投資顧問業

協会

一般社団法人
金融先物取引業

協会

一般社団法人
第二種金融商品

取引業協会

株式会社ＳＭＢＣ信託銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第653号 ○ ○ ○ ○

株式会社百十四銀行 登録金融機関 四国財務局長（登金）第5号 ○ ○

株式会社北國銀行 登録金融機関 北陸財務局長(登金）第5号 ○ ○

あかつき証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第67号 ○ ○ ○

株式会社SBI証券 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第44号 ○ ○ ○

株式会社SBI新生銀行
（委託金融商品取引業者
　株式会社SBI証券）

登録金融機関 関東財務局長(登金)第10号 ○ ○

松井証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第164号 ○ ○

三菱UFJ eスマート証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第61号 ○ ○ ○ ○

UBS SuMi TRUST
ウェルス・マネジメント株式会社

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第3233号 ○ ○ ○

楽天証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第195号 ○ ○ ○ ○

◆為替ヘッジなしコース

登録番号
日本証券業

協会
一般社団法人
投資信託協会

一般社団法人

日本投資顧問業
協会

一般社団法人

金融先物取引業
協会

一般社団法人

第二種金融商品
取引業協会

株式会社ＳＭＢＣ信託銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第653号 ○ ○ ○ ○

株式会社百十四銀行 登録金融機関 四国財務局長（登金）第5号 ○ ○

株式会社北國銀行 登録金融機関 北陸財務局長(登金）第5号 ○ ○

あかつき証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第67号 ○ ○ ○

ＳＭＢＣ日興証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第2251号 ○ ○ ○ ○

株式会社SBI証券 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第44号 ○ ○ ○

株式会社SBI新生銀行
（委託金融商品取引業者
　株式会社SBI証券）

登録金融機関 関東財務局長(登金)第10号 ○ ○

十六ＴＴ証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第188号 ○

東海東京証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第140号 〇 〇 ○ ○

ほくほくＴＴ証券株式会社 金融商品取引業者 北陸財務局長(金商)第24号 ○

松井証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第164号 ○ ○

三菱UFJ eスマート証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第61号 ○ ○ ○ ○

UBS SuMi TRUST
ウェルス・マネジメント株式会社

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第3233号 ○ ○ ○

楽天証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第195号 ○ ○ ○ ○

ワイエム証券株式会社（*） 金融商品取引業者 中国財務局長（金商）第8号 ○

（*）ラップ口座のみの取扱い

◆毎月分配型・為替ヘッジなしコース

登録番号
日本証券業

協会
一般社団法人
投資信託協会

一般社団法人

日本投資顧問業
協会

一般社団法人

金融先物取引業
協会

一般社団法人

第二種金融商品
取引業協会

株式会社ＳＭＢＣ信託銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第653号 ○ ○ ○ ○

あかつき証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第67号 ○ ○ ○

株式会社SBI証券 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第44号 ○ ○ ○

株式会社SBI新生銀行
（委託金融商品取引業者
　株式会社SBI証券）

登録金融機関 関東財務局長(登金)第10号 ○ ○

株式会社スマートプラス 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第3031号 ○ ○ ○

松井証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第164号 ○ ○

三菱UFJ eスマート証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第61号 ○ ○ ○ ○

UBS SuMi TRUST
ウェルス・マネジメント株式会社

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第3233号 ○ ○ ○

楽天証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第195号 ○ ○ ○ ○

販売会社名

販売会社名

販売会社名


